
＜代表的な意見＞ 

・ＨＰで学校の情報を発信し地域や中学生また、保護者に学校のアピールしていく活動を続けていただ

きたい。 

・コロナ禍で、育友会活動をはじめ学校行事、特に部活動では、全国大会をはじめ多くの大会が中止さ

れ、力の発揮場所がなくなり、また活動にも制限が加えられるなど、従来の活動ができなくなり非常に

気の毒に思う。次年度コロナ禍が落ち着き実施できるようになればいいと思う。 

・生涯スポーツ科の実習の取組にご苦労頂きありがとうございます。生徒たちにも思い出深いものにな

ったと思います。コロナ禍の影響で実施計画に工夫が必要であったと思われます。次年度に向けての

準備が大変かと思いますが、充実した取組になるようよろしくお願いしたい。 

・授業への取組意識の向上が見られ大変良い事だと思う。（予鈴入室）さらには（予鈴着席）の授業前

の指導が定着、先生方の取組に感謝します。さらに考査前の学習等家庭学習への意欲向上に向け継

続した指導をお願いします。 

・基本的な生活習慣の向上、特にあいさつへの意識が高まったこと、また問題行動、遅刻等の減少がう

かがえる。一方、二極化ということであるが今後その部分への指導も必要だとおもいます。 

・あいさつをはじめコミュニケーション力を付けることは重要である、さらなる向上に向けて取り組んでい

ただきたい。 

・日々の清掃活動、クラブ員による一斉清掃の定着が、校内の生活美化の向上に繋がっているように思

う。継続した指導、取組をお願いする。 

・支援の必要な生徒の実態を把握するために、中学校や保護者と連携をとり、医師やカウンセラーの指

導を受けながら支援対応をおねがいしたい。 

・進学者数の増加が伺える、入試改革等に対応し、生徒に手厚い指導ができるようお願いしたい。 

・危機管理問題について教職員、生徒の危機管理体制の確立と防災意識向上に向けて、地域と共に取

組をしてもらいたい。 

・昨年度より図書貸し出し数が増加している要因にクラスにおける学級文庫の利用と言った新たな取組

が現れた。これを機に学級文庫を広め読書をより身近な物にし、活字に親しむ機会を増やしてもらい

たい。 

・スクールカウンセラーとの連携向上で相談件数の増加が見られ有効利用がなされている。さらに連携

を密にし、生徒等の相談の充実に向け取り組んでもらいたい。 

 

※ 第２回運営協議会は、コロナ禍のため書面による報告、意見徴収とさせていただきました。貴重なご意

見をいただきありがとうございました。 

今年度は、学校が休校となった期間もあり、学校活動における予定が大きく変わりました。生徒たちに

とっても、思うように活動できなかったこともありましたが、できる範囲の中で精一杯がんばってくれたと思

っています。これらの意見を基に次年度、大和広陵高校がより地域と共に歩み発展していけますように努

めて参りたいと思います。 


